
賴
山
陽
の
「
日
本
外
史
」
を
め
ぐ
り
て
（
三
） 

 
 

 

土
屋 

博 

 

（
口
語
譯
の
附
き
た
る
書
籍
） 

 

六
十
三
「
日
本
外
史
新
釋 
全
十
二
册
」
賴
襄
子
成
原
著
、
久
保
天
隨
釋
義 

（
博
文
館
藏
版
、
明
治
四
十
年
よ
り
四
十
一
年
に
か
け
て
出
版
、
各
定
價
金
參
拾
錢
、
第
一
卷
二
三
〇
頁

よ
り
第
十
二
卷
六
〇
頁
ま
で
） 

漢
學
の
大
家
、
久
保
天
隨
先
生
（
臺
北
帝
大
敎
授
）
に
よ
る
珠
玉
の
金
字
塔
と
も
稱
す
べ
き
も
の
。
日
本

外
史
を
學
ぶ
者
に
と
り
て
は
必
携
の
書
籍
な
り
。 

       

六
十
四
「
少
年
叢
書
漢
文
學
講
義 

日
本
外
史
講
義 

全
四
册
」 

（
興
文
社
、
大
正
二
年
よ
り
四
年
ま
で
順
次
出
版
、
四
六
二
頁
＋
四
七
八
頁
＋
四
八
六
頁
＋
四
七
二
頁
） 

久
保
天
隨
版
に
次
ぐ
、
貴
重
な
る
全
譯
の
書
籍
な
り
。  

六
十
五
「
繪
本 

日
本
外
史 

第
五
册
」
賴
山
陽
原
著
、
大
町
桂
月
譯
述 

（
博
文
館
藏
版
、
大
正
七
年
刊
、
大
正
九
年
改
正
定
價
金
壹
圓
貳
拾
錢
、
二
一
〇
頁
） 

六
十
六
「
日
本
外
史
講
義
」
賴
襄
子
成
原
著
、
興
文
社
編
輯
所
講
義 

（
興
文
社
、
大
正
十
四
年
刊
、
定
價
金
七
圓
、
九
三
九
頁
＋
九
五
八
頁
） 

函
入
、
天
金
、
立
派
な
る
製
本
、
二
分
册
。
漢
文
學
叢
書
の
第
一
編
及
び
第
二
編
。
縮
刷
版
な
れ
ば
、
携

帶
に
は
便
利
な
れ
ど
、
字
の
大
き
さ
は
豆
粒
の
如
し
。 

六
十
七
「
漢
文
講
座
」 

（
弘
道
館
、
大
正
十
五
年
十
月
第
一
卷
、
十
一
月
第
二
卷
、・
・
昭
和
二
年
十
二
月
第
十
五
卷
ま
で
） 

日
本
外
史
に
つ
い
て
は
、
東
京
高
等
學
校
敎
授
賴
成
一
先
生
に
よ
る
講
義
。
つ
い
で
乍
ら
他
の
講
師
陣
も

豪
華
な
る
こ
と
垂
涎
の
極
み
な
り
。 

孝
經
・
元
曲
（
盬
谷
溫
）、
論
語
・
中
庸
（
宇
野
哲
人
）、
大
學
（
諸
橋
轍
次
）、
孟
子
（
內
野
臺
嶺
）、
小

學
（
飯
田
傳
一
）、
老
子
（
小
柳
司
氣
太
）、
莊
子
（
坂
井
喚
三
）、
荀
子
（
山
口
察
常
）、
韓
非
子
（
平
澤



東
貫
）、
左
傳
（
飯
島
忠
夫
）、
十
八
史
略
（
盬
野
新
次
郞
）、
文
章
規
範
（
高
成
田
忠
風
）、
古
文
眞
寶

（
近
藤
正
治
）、
唐
詩
選
（
佐
久
節
）、
白
樂
天
詩
選
（
小
野
機
太
郞
）、
本
朝
名
家
詩
文
（
福
原
龍
藏
）、

時
文
（
竹
田
復
）、
晉
唐
小
説
（
內
田
泉
之
助
）、
史
記
（
中
村
久
四
郞
）。 

六
十
八
「
日
本
外
史
解
義 

上
中
下
」
賴
成
一
著 

（
弘
道
館
、
昭
和
六
年
刊
、
定
價
金
七
圓
五
拾
錢
、
九
五
六
頁
＋
一
〇
八
〇
頁
＋
一
〇
一
八
頁
） 

著
者
は
一
高
敎
授
、
賴
山
陽
は
高
祖
父
に
當
る
。 

著
者
後
記
に
曰
く
、
流
布
せ
ら
れ
た
る
註
釋
書
・
語
釋
書
の
類
、
皆
良
書
に
は
違
ひ
な
け
れ
ど
、
漢
文
の

稍
流
行
し
た
る
時
代
の
發
行
な
れ
ば
、
ぎ
こ
ち
無
き
氣
が
し
て
讀
む
う
ち
に
自
然
倦
怠
を
生
ぜ
し
む
る
恐

れ
あ
り
、
づ
つ
と
砕
け
て
通
俗
的
な
る
解
釋
を
施
し
て
見
ん
と
企
て
た
る
が
こ
の
解
義
な
り
と
。 

日
本
外
史
全
文
の
口
語
譯
書
籍
の
最
も
權
威
あ
る
決
定
版
、
勞
作
と
い
ふ
べ
し
。
一
家
に
一
揃
ひ
備
ふ
る

丈
の
価
價
あ
り
。 

六
十
九
「
日
本
外
史
新
釋 

全
五
卷
」
賴
成
一
著 

（
弘
道
館
、
昭
和
六
年
刊
、
非
賣
品
） 

大
禮
記
念
の
昭
和
漢
文
叢
書
と
し
て
の
發
刊
。 

同
一
著
者
、
同
一
出
版
社
の
「
日
本
外
史
解
義
」
と
ほ
ぼ
同
一
內
容
の
如
く
に
見
ゆ
。 

七
十
「
日
本
外
史
詳
解
」
磯
野
貞
二
郞
著 

（
健
文
社
、
昭
和
五
年
廿
二
版
、
定
價
壹
圓
五
拾
錢
、
本
文
七
〇
六
頁
＋
年
表
・
索
引
） 

初
版
は
昭
和
四
年
。
著
者
、
例
言
に
曰
く
、「
今
日
世
に
行
は
れ
て
ゐ
る
中
等
敎
科
書
と
し
て
の
外
史
鈔

本
は
、
そ
の
何
れ
の
發
行
を
問
は
ず
、
悉
く
本
書
一
卷
に
網
羅
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
本
書
は
、
外
史
の
世

道
人
心
に
益
す
る
も
の
は
、
紙
數
の
制
限
を
排
し
て
、
務
め
て
多
く
採
錄
し
た
か
ら
で
あ
る
。」
と
。 

な
ほ
、
本
書
は
論
賛
部
分
に
は
觸
れ
ず
、「
日
本
外
史
論
文
詳
解
」
な
る
別
の
一
册
を
準
備
す
る
豫
定
と

あ
り
。（
實
現
し
た
る
か
は
不
明
。） 

七
十
一
「
賴
山
陽
集
」
大
日
本
思
想
全
集
刊
行
會 

（
先
進
社
、
昭
和
六
年
刊
、
五
三
三
頁
） 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
函
入
。
日
本
外
史
論
贊
、
新
策
、
山
陽
文
集
、
山
陽
書
翰
集
、
日
本
政
記
、
日
本

樂
府
の
現
代
語
譯
文
を
收
錄
し
、
殊
の
外
重
寶
す
。
賴
山
陽
集
は
四
七
八
頁
迄
に
て
、
附
錄
と
し
て
、
山

縣
大
貳
・
竹
內
式
部
集
も
收
む
。 

七
十
二
「
日
本
外
史
論
文
詳
解
」
坂
口
利
夫
著 

（
大
同
館
、
昭
和
拾
年
刊
、
正
價
金
壹
圓
五
拾
錢
、
三
一
一
頁
） 

は
し
が
き
に
曰
く
、「
私
は
何
時
日
本
外
史
を
讀
ん
で
も
、
山
陽
の
最
も
意
を
注
い
だ
の
は
十
九
篇
の
論

文
で
あ
る
と
思
ふ
。
故
に
各
傳
を
讀
ま
な
い
で
、
こ
の
史
論
だ
け
を
讀
ん
で
も
外
史
の
本
旨
に
は
觸
れ
得



る
こ
と
を
疑
は
な
い
。」
と
。
文
檢
漢
文
科
の
口
述
試
驗
で
は
、
四
書
の
註
と
十
八
史
略
を
除
い
て
は
、

外
史
の
論
文
が
よ
く
出
る
由
。 

七
十
三
「
日
本
外
史
・
言
志
四
錄 

新
釋 

跗
近
古
史
談
・
先
哲
叢
談
」
中
等
漢
文
研
究
協
會
編 

（
莊
文
社
、
昭
和
十
一
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
八
拾
錢
、
四
七
七
頁
） 

函
入
。
重
く
美
し
き
書
籍
。
通
釋
部
分
を
一
讀
せ
ば
、
昔
の
中
學
生
の
敎
養
の
肝
の
部
分
を
身
に
つ
く
る

こ
と
を
得
。 

七
十
四
「
受
驗
學
習 

十
八
史
略
・
日
本
外
史
・
近
古
史
談 

解
釋
」
兒
玉
尊
臣
著 

（
駸
々
堂
、
昭
和
十
一
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
、
四
八
〇
頁
） 

古
書
價
格
四
千
圓
也
。
緖
言
よ
り
、「
解
釋
の
文
章
は
最
も
平
易
簡
明
を
旨
と
し
何
人
に
も
分
り
易
く
且

つ
讀
み
易
か
ら
し
め
ん
事
に
意
を
用
ひ
た
か
ら
、
む
つ
か
し
い
本
文
と
對
照
し
て
必
ず
や
一
讀
釋
然
た
る

も
の
が
あ
る
と
信
ず
る
」
と
。
頁
の
配
分
は
、
十
八
史
略
百
三
十
六
頁
、
日
本
外
史
二
百
三
十
四
頁
、
近

古
史
談
百
十
頁
な
り
。 

七
十
五
「
詳
解 

日
本
外
史
楠
氏
篇
」
宮
下
幸
平
著
、
中
山
久
四
郞
監
修 

（
芳
文
堂
、
昭
和
十
二
年
刊
、
定
價
金
四
拾
錢
、
一
三
四
頁
） 

著
者
、
序
に
曰
く
、「
外
史
二
十
二
卷
中
、
楠
氏
篇
に
至
つ
て
は
、
山
陽
烈
々
の
氣
魄
と
、
楠
氏
盡
忠
の

精
神
と
相
俟
つ
て
、
紙
上
に
勤
王
、
尊
王
の
大
文
章
と
爲
り
、
讀
者
の
胸
を
強
く
衝
く
。
其
の
迫
力
の
強

大
な
る
、
誰
か
感
奮
興
起
し
な
い
者
が
あ
ら
う
か
。」
と
。 

七
十
六
「
最
も
徹
底
せ
る 

日
本
外
史
精
解
」
文
學
士
靑
木
亮
義
著 

（
東
江
堂
、
昭
和
十
三
年
四
版
、
定
價
金
壹
圓
貳
拾
錢
、
三
四
五
頁
） 

初
版
は
昭
和
十
二
年
。
緖
言
に
よ
ら
ば
、
中
等
諸
學
校
漢
文
科
敎
科
書
に
採
錄
せ
ら
れ
た
る
大
部
分
は
網

羅
せ
ら
れ
た
る
由
。
な
ほ
、
論
賛
部
分
は
す
べ
て
割
愛
せ
ら
る
。 

七
十
七
「
日
本
外
史
新
釋
」
島
田
鈞
一
著 

（
有
精
堂
、
昭
和
十
四
年
七
版
、
定
價
金
貮
圓
拾
錢
、
六
二
七
頁
） 

古
書
價
格
二
千
圓
也
。
初
版
は
昭
和
十
二
年
。
三
度
目
の
購
入
な
り
。（
昭
和
十
五
年
版
、
昭
和
三
十
五

年
版
に
次
ぐ
。）。
著
者
島
田
欽
一
は
第
一
高
等
學
校
敎
授
な
り
。 

（
昭
和
十
五
年
八
版
も
所
有
す
れ
ど
、
保
存
狀
態
稍
惡
し
。） 

（
昭
和
二
十
九
年
に
復
刻
せ
ら
れ
、
昭
和
三
十
五
年
六
版
は
所
有
） 

七
十
八
「
日
本
外
史
新
解
」
國
語
漢
文
研
究
會
編
、
簡
野
道
明
先
生
閲 

（
明
治
書
院
、
昭
和
十
六
年
三
月
二
十
一
版
、
定
價
金
貳
圓
、
五
八
〇
頁
） 

初
版
は
昭
和
九
年
。
例
言
に
曰
く
、「
日
本
外
史
二
十
二
卷
は
、
賴
山
陽
が
大
權
の
武
門
に
移
り
、
皇
室

の
式
微
を
嘆
い
て
、
刻
苦
勵
精
、
二
十
餘
年
の
心
血
を
注
い
で
成
つ
た
大
著
で
、
源
平
二
氏
か
ら
筆
を
起

し
、
德
川
氏
に
至
る
ま
で
の
治
亂
興
廢
を
詳
に
し
、
皇
室
を
尊
び
、
忠
奸
を
辨
じ
、
國
體
の
精
華
を
發
揮



し
た
の
は
勿
論
、
文
章
も
亦
雄
健
で
精
采
が
あ
る
か
ら
、
讀
者
を
し
て
知
ら
ず
識
ら
ず
、
尊
皇
賤
覇
の
大

義
を
明
か
に
し
、
忠
君
愛
國
の
志
氣
を
鼓
舞
振
作
せ
し
む
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
」
と
。 

（
昭
和
十
七
年
十
月
十
九
版
も
所
有
。
戰
時
に
入
り
、
紙
質
は
劣
化
。
昭
和
十
六
年
の
二
十
一
版
と
は
矛

盾
す
る
十
九
版
の
表
記
な
り
。） 

（
戰
後
の
昭
和
四
十
四
年
復
刊
版
も
所
有
。
定
價
金
九
百
八
拾
圓
。） 

七
十
九
「
日
本
外
史
精
解
」
重
野
篤
二
郞
著 

（
白
帝
社
、
昭
和
十
六
年
刊
、
定
價
貳
圓
五
拾
錢
、
本
文
七
二
九
頁
） 

昭
和
四
年
版
「
日
本
外
史
詳
解
」
と
類
似
の
書
。
判
型
大
き
く
な
り
、
紙
の
質
は
辭
書
の
如
く
に
薄
く
な

れ
り
。 

八
十
「
日
本
外
史 

源
氏
と
平
家
の
卷
」
眞
鍋
元
之
譯 

（
桃
源
選
書
、
昭
和
四
十
六
年
刊
、
定
價
五
百
五
十
圓
、
二
八
五
頁
） 

譯
舎
は
明
治
四
十
三
年
生
れ
、
廣
島
高
等
師
範
國
語
漢
文
科
中
退
。 

八
十
一
「
賴
山
陽
選
集
六 

賴
山
陽
日
本
外
史
」
安
藤
英
男
著 

（
近
藤
出
版
社
、
昭
和
五
十
七
年
刊
、
定
價
三
千
圓
、
二
九
三
頁
） 

は
し
が
き
に
よ
ら
ば
、
幕
末
よ
り
明
治
に
か
け
て
知
識
人
の
總
數
、
つ
ま
り
漢
文
人
口
は
三
、
四
十
萬
と

推
定
せ
ら
れ
、
日
本
外
史
の
發
行
部
數
は
大
体
そ
れ
に
見
合
ふ
由
。
本
書
に
は
十
九
の
論
賛
部
分
す
べ
て

收
錄
せ
ら
る
。
冒
頭
に
賴
山
陽
自
筆
稿
本
の
寫
眞
、
卷
末
に
は
原
本
の
論
賛
全
文
の
寫
眞
も
含
む
。 

八
十
二
「
中
公
バ
ッ
ク
ス
日
本
の
名
著
二
八 

賴
山
陽
」
責
任
編
輯
賴
惟
勤 

（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
九
年
刊
、
定
價
千
二
百
圓
、
四
六
六
頁
） 

日
本
外
史
主
要
部
分
の
口
語
譯
を
收
錄
し
て
居
り
、
現
代
人
に
と
り
て
は
極
め
て
有
用
。
定
本
は
昭
和
六

年
賴
成
一
著
「
日
本
外
史
解
義
」
な
れ
ば
、
間
違
ひ
無
し
。
な
ほ
、
冒
頭
に
賴
惟
勤
氏
に
よ
る
五
十
頁
に

及
ぶ
「
賴
山
陽
と
日
本
外
史
」
な
る
解
説
あ
り
、
初
學
者
に
と
り
恰
好
の
外
史
入
門
と
な
れ
り
。
ま
た
、

折
り
込
み
附
錄
に
は
中
村
眞
一
郞
の
「
文
雅
の
人
、
山
陽
」
な
る
エ
ッ
セ
イ
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
我
が
國

風
潮
に
右
傾
化
の
懸
念
あ
り
と
し
、
尊
敬
す
べ
き
山
陽
嫌
ひ
の
人
た
ち
の
例
と
し
て
、
夏
目
漱
石
、
永
井

荷
風
を
擧
げ
て
ゐ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
し
。 

八
十
三
「
日
本
外
史 

幕
末
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
超
現
代
語
譯
で
讀
む
」
長
尾
剛
譯 

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
平
成
二
十
二
年
刊
、
定
價
本
体
千
三
百
圓
＋
税
、
二
四
五
頁
） 

  （
日
本
外
史
を
讀
む
爲
の
参
考
書
） 

 

八
十
四
「
日
本
外
史
質
問
錄
」
松
山
喜
輔
編
輯 

（
明
治
九
年
刊
、
和
綴
） 



古
書
價
格
二
百
圓
也
。
た
と
へ
ば
、「
白
少
將
樂
翁
書
」
の
う
ち
「
樂
翁
」
に
つ
き
て
は
、「
姓
源
名
定
信

稱
松
平
越
中
守
居
陸
奥
白
川
郡
白
川
食
十
一
萬
石
」
と
。 

八
十
五
「
日
本
外
史
論
文
講
義 

全
」
菊
地
先
生
講
義 

（
東
京
法
木
書
屋
、
明
治
廿
六
年
改
正
三
版
、
定
價
貳
拾
錢
、
二
〇
一
頁
） 

初
版
明
治
廿
五
年
、
內
務
省
免
許
。
扉
に
「
二
等
賞
賞
典
」
と
墨
書
せ
ら
る
。「
明
治
廿
七
年
四
月
一
日

宗
道
村
外
五
ヶ
村
組
合
高
木
小
學
校
よ
り
」
の
文
字
あ
り
。 

講
義
は
故
菊
地
翁
口
授
、
新
橋
牧
之
助
筆
記
。
講
義
の
實
況
な
れ
ば
臨
場
感
あ
る
も
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
な

れ
ば
讀
み
辛
し
。 

八
十
六
「
日
本
外
史
論
文
講
義
」
河
村
北
溟
講
述 

（
作
人
館
、
明
治
三
十
二
年
九
版
、
二
一
六
頁
） 

初
版
は
明
治
二
十
七
年
。
北
溟
に
よ
ら
ば
、
本
講
義
錄
は
も
と
家
塾
の
子
弟
に
對
し
日
々
敎
授
せ
し
處
の

講
演
筆
記
の
つ
も
り
つ
も
り
て
一
卷
と
な
れ
る
を
淨
書
の
上
印
刷
に
附
し
以
て
同
志
の
諸
君
に
頒
ち
た
る

由
。 

八
十
七
「
論
文
日
本
外
史
講
義
」
富
本
長
洲
先
生
講
述 

（
日
新
義
塾
藏
版
、
明
治
卅
二
年
五
刷
、
二
四
四
頁
） 

初
版
は
明
治
二
十
七
年
。
問
答
式
の
書
に
て
、
一
問
目
は
「
此
の
書
を
以
て
外
史
と
名
く
、
其
義
は
如

何
」
な
り
。 

八
十
八
「
日
本
外
史
論
文
講
義 

全
」
片
岡
濳
夫
講
述 

（
賣
捌
書
肆
田
中
宋
榮
堂
・
柳
原
積
玉
圃
・
中
川
玉
成
堂
、
明
治
卅
二
年
六
版
、
一
六
〇
頁
） 

初
版
は
明
治
廿
九
年
。
古
書
價
格
二
百
圓
也
。
例
言
に
曰
く
、「
本
講
義
は
元
よ
り
塾
子
の
便
を
計
る
を

旨
と
せ
り
。
因
て
訓
詁
講
義
及
び
文
法
の
別
な
く
意
見
あ
る
所
は
本
文
に
拘
は
ら
ず
濳
夫
の
持
説
を
挿
入

し
以
て
悟
入
開
發
の
一
助
と
な
せ
り
」
と
。
文
法
、
講
義
、
鼇
頭
訓
話
の
構
成
は
充
實
し
、
外
史
授
業
の

經
驗
豊
富
な
る
こ
と
を
示
す
。 

八
十
九
「
山
陽
外
史 

全
」
中
川
克
一
著 

（
至
誠
堂
、
明
治
四
十
四
年
刊
、
特
製
定
價
金
八
拾
五
錢
、
二
九
九
頁
） 

日
本
外
史
讀
法
を
含
む
。  

九
十
「
日
本
外
史
論
文
講
義
」
池
田
蘆
洲
講
述 

白
表
紙
に
和
綴
。
本
文
三
一
九
頁
。
古
書
價
格
二
百
圓
也
。 

九
十
一
「
賴
山
陽
の
日
本
外
史
論
賛
」
大
町
桂
月
著 

（
敬
文
館
、
大
正
四
年
刊
、
定
價
金
貳
拾
五
錢
、
一
八
九
頁
） 

古
書
價
格
三
千
圓
也
。
名
著
梗
槪
及
評
論
シ
リ
ー
ズ
の
一
册
。「
我
が
國
文
學
史
上
の
產
物
と
し
て
は
、

所
謂
國
文
を
以
て
綴
ら
れ
た
る
も
の
大
部
を
占
む
。
倂
し
な
が
ら
そ
の
多
く
讀
ま
れ
し
點
よ
り
云
へ
ば
、



國
文
は
遙
に
漢
文
の
下
位
に
あ
り
。
我
が
國
の
子
弟
は
、
自
國
の
古
事
記
を
讀
ま
ず
し
て
他
國
の
論
語
を

讀
み
た
り
。
四
書
五
經
を
中
心
と
し
て
、
漢
文
は
我
が
國
民
の
敎
育
課
程
な
り
し
也
。」
と
。 

九
十
二
「
建
武
中
興
史
論
」
中
野
正
剛
遺
著 

（
正
剛
會
、
昭
和
二
十
八
年
刊
、
定
價
二
百
五
十
圓
、
三
一
二
頁
） 

序
よ
り
、
最
も
深
刻
に
日
本
人
の
精
神
に
觸
る
る
部
分
を
日
本
外
史
の
中
よ
り
抽
出
し
、
建
武
の
中
興
を

論
じ
た
し
、
と
。
昭
和
十
八
年
世
田
谷
區
砧
村
の
振
東
塾
に
於
け
る
講
演
の
速
記
錄
な
れ
ば
、
讀
み
易

し
。 

（
令
和
四
年
一
月
四
日
受
附
） 

     


